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・地方交付税	 3312万円

・国内肥料資源利用拡大対策事業県補助金	 644万円

・畑地化促進事業費県補助金	 388万円

・小規模農地等災害緊急復旧事業費県補助金	 2075万円

・林道等小規模災害緊急復旧事業費県補助金	 143万円

・公共土木災害復旧事業債（町債）	 3680万円

・農林施設災害復旧事業債（町債）	 2210万円

・国内肥料資源利用拡大対策事業補助金	 1711万円

・畑地化促進事業費補助金	 388万円

・緑地等利用施設修繕料	 418万円

・消防施設等整備事業工事請負費	 865万円

・農業用施設災害復旧業務委託料	 3225万円

・農地等災害自力復旧支援事業費補助金	 2000万円

・林道単独災害復旧事業委託料	 2340万円

・道路橋梁単独災害復旧業務等委託料	 4855万円

●
子
ど
も
議
会
の
提
案

を
実
現
し
た
獅
子
の
共
演

　

９
月
７
日
町
民
総
合

セ
ン
タ
ー
「
あ
～
す
」

を
会
場
に
、
め
ざ
み
の

里
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
、
町
制

施
行
65
周
年
を
迎
え
、

記
念
行
事
と
し
て
行
わ

れ
た
「
い
い
で
子
ど
も

議
会
」
を
開
催
し
た
際

に
、
当
時
の
小
学
生
議

員
２
名
か
ら
、
獅
子
舞

を
き
っ
か
け
に
地
元
に

戻
っ
て
く
る
若
者
を
増

や
し
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
た
い
。
さ

ら
に
、
五
穀
豊
穣
・
家

内
安
全
・
無
病
息
災
な

ど
願
っ
て
、
地
域
間
の

交
流
を
促
進
し
よ
う
と

「
獅
子
の
共
演
」
が
提

案
さ
れ
、
今
年
度
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
獅

子
舞
の
共
演
は
、
14
年

ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
町
内
４
地

区
の
神
社
に
伝
わ
る
獅

子
舞
が
披
露
さ
れ
、
会

場
に
詰
め
か
け
た
多
く

の
町
民
を
魅
了
し
て
い

ま
し
た
。

表
紙
の
説
明

とし補正予算を可決
※詳細はP3に記載

　

令
和
６
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
13
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
一
般
質

問
は
８
名
が
、
２
日
間
に
わ
た
り
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
の
議
案
審
議
で
は
条
例
・
規
約
の
改
正
・
変
更
が
２
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

を
含
む
各
特
別
会
計
補
正
予
算
９
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、補
正
予
算（
第
４
号
）

は
議
員
発
議
で
修
正
案
を
提
出
し
可
決
、
他
各
補
正
予
算
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
会
計
決
算
認
定
13
案
件
を
一
括
上
程
し
、
決
算
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　

４
日
目
以
降
は
、
総
務
文
教
・
産
業
厚
生
の
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い
、

決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
決
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
令
和
５
年
度
会
計
決
算
認
定
13
案
件
を
認
定
し
、
追
加
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
人
事
案
２
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

ー 概　要 ー一般会計補正予算（第４号）は
７月25日豪雨災害の復旧を中心に編成へ

主　な　歳　入

主　な　歳　出

令和６年９月25日　議会だより195号（2）



民間医院への支援は貸付金
民
間
医
院
へ
の
地
域

医
療
支
援
事
業
補
助
金

３
０
０
０
万
円
の
経
過

【
６
月
定
例
会
】

●
原
案
を
否
決

　

討
論
で
は
、
患
者
数
の

減
少
や
経
営
実
態
等
の
本

質
的
な
対
応
が
必
要
で
あ

り
、
町
は
実
現
に
即
し
た

地
域
医
療
再
編
計
画
等
策

定
し
、
根
拠
に
基
づ
い
た

支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

経
営
難
の
み
に
対
し
て
の

支
援
は
行
う
べ
き
で
な
い

趣
旨
の
反
対
討
論
が
あ
り
、

原
案
は
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
た
。

【
要
望
書
の
受
取
り
】

　

７
月
に
は
、
町
内
12
の

団
体
か
ら
、
民
間
医
療
機

関
の
存
続
支
援
に
関
す
る

要
望
書
が
議
長
宛
て
に
提

出
さ
れ
た
。

【
全
員
協
議
会
】

　

８
月
21
日
の
全
員
協
議

会
で
、
地
域
医
療
支
援
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
集
中

審
議
を
行
っ
た
。
町
か
ら

は
、
補
助
金
の
使
途
に
つ

い
て
説
明
（
医
師
・
看
護

師
の
人
件
費
、
機
器
リ
ー

ス
代
、
光
熱
水
費
、
医
療

体
制
を
維
持
す
る
た
め
の

経
費
全
般
）
が
あ
り
、
加

え
て
①
内
科
医
師
の
確
保

②
医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
介
入
③
人
件
費
削
減
に

よ
る
経
営
面
改
善
な
ど
の

説
明
が
あ
っ
た
。

【
９
月
定
例
会
】

　

６
月
定
例
会
と
同
内
容

の
地
域
医
療
支
援
事
業
補

助
金
３
０
０
０
万
円
を
含

む
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
が
上
程
さ
れ

る
が
、
議
員
発
議
に
よ
る

修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
た
。

提
案
理
由
は
、「
事
業
内

容
と
そ
の
金
額
に
不
透
明

な
部
分
が
あ
る
」
こ
と
か

ら
、
補
助
金
３
０
０
０
万

円
を
削
除
し
た
予
算
案
を

上
程
し
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
た
。

最
終
日
に
地
域
医
療

体
制
確
保
事
業
貸
付
金

３
０
０
０
万
円
を
審
議

●
主
な
質
疑
と
回
答

髙
橋（
勝
）議
員　

補
助
金

か
ら
貸
付
金
に
変
更
し
た

理
由
は
。

総
務
課
長　

議
会
と
の
議

論
を
通
し
て
、
貸
付
金
と

修
正
し
て
今
回
の
上
程
に

至
っ
た
。

再
質
問　

貸
付
金
に
は
、

金
銭
消
費
貸
借
契
約
書
が

必
要
だ
が
原
案
は
。

総
務
課
長　

今
後
当
事
者

間
の
合
意
の
も
と
に
、
金

銭
消
費
貸
借
契
約
書
を
作

成
す
る
。
償
還
期
限
は
５

年
据
置
き
の
10
年
間
の
償

還
で
年
賦
償
還
。
無
利
子

で
連
帯
保
証
人
は
必
要
と

す
る
原
案
と
し
た
い
。

遠
藤（
純
）議
員　

要
綱
も
、

予
算
と
セ
ッ
ト
で
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

役
場
と
当
事

者
間
の
協
議
後
に
、
報
告

し
た
い
。

再
質
問　

金
額
だ
け
の
決

定
だ
け
で
は
な
く
、
貸
付

金
要
綱
を
議
会
に
提
示
し

て
審
査
す
べ
き
と
思
う
が
。

総
務
課
長　

予
算
を
伴
わ

な
い
段
階
で
要
綱
は
作
れ

な
い
。

遠
藤（
芳
）議
員　

貸
付
金

に
し
て
も
根
拠
が

必
要
と
考
え
る
が
。

ま
た
黒
字
の
見
込

み
は
。

総
務
課
長　

今
回

の
貸
付
金
の
目
的

は
、
地
域
医
療
の

確
保
と
医
療
提
供

の
安
定
化
、
ま
た

住
民
福
祉
の
増
進

に
は
不
可
欠
と
考

え
て
お
り
、
貸
付

け
に
つ
い
て
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

健
康
福
祉
課
長　

新
た
な

医
師
の
確
保
や
人
件
費
削

減
の
実
現
に
よ
り
、
試
算

で
は
約
7
年
後
に
単
年
度

収
支
で
黒
字
に
転
ず
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

【
採
決
】

・
賛
成　

6
人

　

横
山
清
彦　

髙
橋　

勝

　

屋
嶋
雅
一　

舟
山
政
男

　

遠
藤
芳
昭　

髙
橋
亨
一

・
反
対　

3
人

　

島
貫
寿
雄　

遠
藤
純
雄

　

松
山
和
好

●
賛
成
多
数
で
可
決

地
域
医
療
支
援
事
業
の

経
過
と
9
月
定
例
会
の
結
果

支
援
が
決
定
す
る
も

�

今
後
を
見
守
り
た
い

（3）議会だより195号　令和６年９月25日



実質公債費比率は年々  増加、将来負担率は改善傾向実質公債費比率は年々  増加、将来負担率は改善傾向

監査総評、指摘事項
　一般会計及び各特別会計（11会計）の会計全般について、歳入は予定どおり確保され資金繰り
は順調であったと思料される。一般会計決算における財政分析主要指数の推移を見ると、※1財政
力指数0.195、※2実質収支比率11.8%、※3経常収支比率89.3%であり、弾力性に乏しい財政状況下に
ある。町民総合センター大規模改修事業、中学校大規模改修事業及び新産業集積事業等の実施に
伴う地方債残高の増加により、健全化判断比率などの指数では、※4実質公債費比率は年々増加し
ているが、※5将来負担比率は改善の傾向にある。

基金残高は前年度より２億8351万円少ない15億9811万円で、前年度に比べ15.1%の減である。
財政調整基金は、３億8985万円で適正額の標準財政規模の10%の額のおおよそ93.6%である。令
和８年度以降に町債償還金のピークを迎えることから、計画的な積立を図ることが必要である。

過去5年間の各基金残高　基準日：令和６年5月31日現在 （単位：万円）

基金の名称
令和元年度
現在高

（R2.5.31）

令和２年度
現在高

（R3.5.31）

令和３年度
現在高

（R4.5.31）

令和４年度
現在高

（R5.5.31）

令和５年度
現在高

（R6.5.31）

財 政 調 整 基 金 4億4308 4億5712 5億1223 4億5969 3億8985

減 債 基 金 2億7940 1億7234 2億9939 2億9234 2億5118

地 域 福 祉 振 興 基 金 1億6838 8843 8944 9345 6596

公 共 施 設 整 備 基 金 4億2858 3億8168 3億2054 3億2564 2億5502

地 域 振 興 基 金 5844 4806 4507 4507 3898

い い で め ざ み の 里 応 援 寄 附 基 金 2035 6035 6037 6037 37

中小企業緊急災害等対策利子補給基金 ― 2500 1871 1280 773

企業版ふるさと納税地方創生基金 ― 0 500 1000 330

ス ポ ー ツ 振 興 基 金 4389 3740 2841 2842 1022

交 通 遺 児 等 支 援 基 金 501 501 501 501 501

小　計 14億4713 12億7539 13億8417 13億3279 10億2762

国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 1億0391 1億0393 9562 1億0462 1億0462

介 護 保 険 介 護 給 付 費 準 備 基 金 1億1014 1億3271 1億7272 2億1103 2億3445

畜 産 振 興 基 金 5525 5525 5526 5526 5526

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 301 1063 1063 1287 1207

奨 学 資 金 貸 与 基 金 6446 6446 6446 5446 5446

土 地 開 発 基 金 1億7158 1億7161 1億7165 3745 3745

財 産 区 基 金（ ４ 財 産 区 ） 8300 8119 7944 7315 7218

小　計 5億9135 6億1978 6億4978 5億4884 5億7050

総　合　計 20億3848 18億9517 20億3395 18億8163 15億9811

令和６年９月25日　議会だより195号（4）



実質公債費比率は年々  増加、将来負担率は改善傾向実質公債費比率は年々  増加、将来負担率は改善傾向令和５年度
決算概要

一 般 会 計 決 算

歳入　82億8879万円　　　　　　　　歳出　76億7937万円
　令和5年度の一般会計、各特別会計及び水道事業会計の決算は、決算特別委員会において審査
の上、全会一致で認定すべきものとなった。
　一般会計決算では義務的経費の内、人件費は前年度より1198万円増加の前年度比プラス1.1%増
加となった。扶助費は6559万円増加し、前年度比プラス12.8%。また、公債費は7802万円増加し、
前年度比プラス8.4%増加となった。財政状況の厳しいことを考えれば、経費削減に努めながら、
より良い行政サービスの提供が必要である。
　また、これまでの大型事業により、地方債の償還金は、令和10年度まで12億円前後で推移し、
償還のピークを迎える。加えて、各基金残高は減少し財政状況は悪化している。
　この状況を全職員が共有し、これまでの前例踏襲を見直し、最大限の歳出削減に取り組むべき
である。

用語説明
※1　財 政 力 指 数：必要とする一般財源に対して税収入等がどれだけあるかを示す指数。
※2　実質収支比率：この比率が黒字の場合は余剰金があること。３～５％が望ましい。
※3　経常収支比率：�経常経費に地方税、地方交付税、地方譲与税などの収入がどの程度充当された

かを見ることにより、財政構造の弾力性を判断する指数。
※4　実質公債費比率：町の借金返済額を標準的な財政規模で負担する割合を率で表したもの。
※5　将来負担比率：将来負担する借入金の残高などから貯金など標準的収入に対しての割合の数値。
※6　公債費決算額：町の借金の返済額。

実質公債費比率は年々増加し、当年度は13.5%となり昨年度より0.7%増である。

過去5年間の公債費推移 （単位：万円、％）

区　　分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
※6公 債 費 決 算 額 ７億0426 ９億1113 ８億4815 ９億2523 10億0325
歳出総額に占める割合 10.1 10.1 11.8 12.0 13.1
実 質 公 債 費 比 率 8.6 10.6 12.0 12.8 13.5

過去5年間の財政収支の状況 （単位：万円）

項　　目 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
歳 入 総 額 74億6290 93億5963 76億7421 82億5610 82億8879
歳 出 総 額 69億4770 90億4008 72億0158 77億2425 76億7937
基 金 積 立 金 24 4 11 1億4445 16
基 金 取 り 崩 し 額 4億7800 1億3100 7800 4億0800 2億3500

（5）議会だより195号　令和６年９月25日



今
後
の
Ｅ
Ｖ
車
の

導
入
は

横
山
委
員　

総
務
課
管
理

リ
ー
ス
車
６
台
で
公
用
車

リ
ー
ス
料
３
３
３
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｖ
車

と
ガ
ソ
リ
ン
車
の
リ
ー
ス

料
の
詳
細
は
。

総
務
課
長　

軽
自
動
車
で
、

Ｅ
Ｖ
車
は
月
に
３
万
９
千

円
、
ガ
ソ
リ
ン
車
は
月
に

２
万
８
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
面
か

ら
Ｅ
Ｖ
車
の
導
入
を
検
討

す
る
。

大きな災害に備えた		財政調整基金が必要 総務文教
所 管 分

遠
藤（
純
）委
員　

残
高
が

県
内
で
下
か
ら
４
番
目
と

な
っ
て
い
る
財
政
調
整
基

金
の
目
的
と
使
途
に
つ
い

て
、
人
命
に
関
わ
る
激
甚

災
害
時
、
町
民
の
命
を
守

れ
る
か
。
防
災
訓
練
の
想

定
ど
お
り
、
人
命
に
関
わ

る
激
甚
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
今
の
残
高
で
は
不

足
が
生
じ
る
。
標
準
財
政

規
模
の
20
％
は
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

総
務
課
長　

基
金
の
設
置

条
例
で
は
、
災
害
復
旧
等

そ
の
他
財
源
に
不
足
が
生

じ
た
時
に
使
用
す
る
と
し

て
お
り
、
標
準
財
政
規
模

の
10
％
を
目
標
と
し
て
い

る
が
、
標
準
財
政
規
模
の

20
％
を
目
標
に
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

一
　
般
　
会
　
計

財
政
調
整
基
金
の

運
用
に
つ
い
て

　
「
財
政
調
整
基
金
」
と
は
、
災
害
等
の
復
旧
や
赤
字

財
政
を
補
填
す
る
な
ど
、
緊
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
き
の
た
め
に
積
み
立
て
て
お
く
町
の
貯
金
の
こ
と
。

令
和
４
年
８
月
の
豪
雨
災
害
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

本
町
に
お
い
て
は
、
町
単
独
で
の
復
旧
事
業
も
少
な
く

な
く
、
住
民
生
活
の
安
定
の
た
め
に
、
き
め
細
か
な
対

応
を
す
る
た
め
に
も
一
定
の
基
金
を
積
み
立
て
て
お
く

必
要
が
あ
り
、
一
般
に
は
標
準
財
政
規
模
の
10
％
を
最

低
の
目
標
と
し
て
い
る
。

令和４年８月の豪雨災害
あ～す周辺も大きな被害があった

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・

介
護
保
険
・
訪
問
看
護
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
下
水
道
事
業
・
５
財
産
区
）
お

よ
び
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ
て
13
件
に
つ
い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審

査
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
長
に
松
山
和
好
委
員
を
、
副
委
員
長
に
舟
山
政
男
委
員
を
選
出

し
、
９
月
10
日
・
11
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も

全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

�

（
各
委
員
の
質
疑
内
容
は
要
約
し
て
記
載
）

松　

山　

和　

好

決
算
特
別
委
員
長

令和６年９月25日　議会だより195号（6）



大きな災害に備えた		財政調整基金が必要決算特別
委 員 会

遠
藤（
芳
）委
員　

５
つ
の

地
区
公
民
館
と
町
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
事
業
費
（
約

６
０
０
０
万
円
）
の
ほ
と

ん
ど
が
人
件
費
と
施
設
の

維
持
管
理
費
で
、
事
業
費

が
少
な
い
が
、
独
自
事
業

費
は
ど
の
よ
う
に
使
用
さ

れ
て
い
る
か
。

社
会
教
育
課
長　

決
算
の

内
容
は
事
業
に
必
要
な
謝

礼
や
消
耗
品
等
が
あ
り
、

各
セ
ン
タ
ー
創
意
工
夫
の

も
と
必
要
最
小
限
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
得
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

施
設
等
の
記
録
の

整
備
は

屋
嶋
委
員　

令
和
４
年
度
、

施
設
等
の
修
繕
や
維
持
管

理
の
経
過
記
録
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
課
が
あ
る
と

指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

の
状
況
と
記
録
簿
の
活
用

は
。

総
務
課
長　

固
定
資
産
台

帳
に
よ
り
管
理
し
て
い
る
。

今
後
は
情
報
共
有
の
他
、

修
繕
計
画
や
維
持
管
理
な

ど
各
課
と
共
有
し
活
用
す

る
。

部
活
動
指
導
員
の

報
償
費
は

髙
橋（
勝
）委
員　

部
活
動

指
導
員
報
償
費
に
つ
い
て
、

指
導
員
数
お
よ
び
、
現
状

で
の
課
題
は
。

教
育
総
務
課
長　

技
術
指

導
を
行
う
専
任
者
を
文
化

部
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に

各
１
名
と
、
引
率
の
３
名

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

指
導
員
の
確
保
と
報
償
費

な
ど
の
財
源
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

部
活
動
地
域
移
行
に
か
か

る
準
備
検
討
会
に
お
い
て

も
、
課
題
を
共
有
、
整
理

し
て
今
後
の
検
討
内
容
と

す
る
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

委
託
料
と
は

舟
山
委
員　

ふ
る
さ
と
納

税
ポ
ー
タ
ル
等
委
託
料
１

４
０
０
万
の
内
容
に
つ
い

て
。

総
合
政
策
室
長　

令
和
５

年
度
は
６
８
０
０
件
の
ふ

る
さ
と
納
税
を
受
け
て
い

る
。
受
付
か
ら
返
礼
品
の

発
送
ま
で
を
行
う
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
へ
の
委
託
料
で

あ
る
。

有
価
物
売
り
払
い

代
金
に
つ
い
て
は

島
貫
委
員　

代
金
と
し
て

の
85
万
円
の
内
容
は
。

住
民
課
長　

古
紙
が
約
51

万
円
、
空
き
缶
が
約
31
万

円
、
鉄
が
約
２
万
円
で
、

ビ
ン
代
金
は
な
い
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税

髙
橋（
勝
）委
員　

収
入
未

済
額
が
前
年
と
変
わ
ら
な

い
、
今
後
の
対
応
は
。

税
務
会
計
課
長　

有
効
期

限
の
短
い
短
期
被
保
険
者

証
の
交
付
や
所
得
税
還
付

金
差
し
押
さ
え
な
ど
を
行

い
、
納
付
を
促
し
て
い
る
。

公
民
館
と
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
に
事
業
予
算
を

西
部
公
民
館
に
併
設
さ
れ
て
い
る
３
つ
の
各
施
設

道
の
駅
い
い
で
に
設
置
さ
れ

た
ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売

機

※
決
算
特
別
委
員
会
と

は
９
月
定
例
会
で
上
程

さ
れ
た
決
算
議
案
に
つ

い
て
、
そ
の
認
定
審
査

の
た
め
に
設
置
さ
れ
る

委
員
会
の
こ
と
で
す
。

決
算
の
審
査
は
、
当
該

年
度
の
予
算
の
議
決
に

基
づ
く
財
務
処
理
の
全

体
を
通
し
て
、
そ
の
執

行
が
適
正
、
公
平
か
つ

能
率
的
・
合
理
的
に
行

わ
れ
た
か
否
か
の
適
否

を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
と
は
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地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は

遠
藤（
芳
）委
員　

近
隣
の

市
町
と
す
す
め
て
い
る
地

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
観
光
振
興
局
）
へ

の
負
担
金
７
６
３
万
円
の

内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　

置
賜
地

域
の
観
光
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て
旅
行
企
画
を
商

品
化
す
る
組
織
で
、
昨
年

度
は
「
町
へ
の
移
住
体

験
」・「
新
酒
会
」・「
な
が

め
や
ま
バ
イ
オ
ガ
ス
視
察

プ
ラ
ン
」・「
田
園
散
居
見

学
」
そ
の
他
の
プ
ラ
ン
が

あ
っ
た
。

避
難
支
援
者
台
帳
の

活
用
は

屋
嶋
委
員　

避
難
行
動
要

支
援
者
台
帳
管
理
シ
ス
テ

ム
委
託
料
と
し
て
３
５
２

万
円
を
執
行
し
て
い
る
が

現
在
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
ど

う
活
用
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

避
難
行

動
要
支
援
者
を
台
帳
に
ま

と
め
た
。

　

今
後
は
災
害
な
ど
の
時

に
活
用
し
、
各
地
区
の
組

織
の
支
援
行
動
計
画
に
利

用
し
て
い
き
た
い
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
は

髙
橋（
勝
）委
員　

配
食
サ

ー
ビ
ス
業
務
委
託
料
が
約

１
８
４
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
利
用
者
数
と
配
食
数

は
ど
れ
ほ
ど
か
。
あ
わ
せ

て
事
業
目
的
で
あ
る
見
守

り
と
栄
養
改
善
は
達
成
さ

れ
た
か
。

健
康
福
祉
課
長　

月
平
均

13
～
19
人
の
利
用
者
で
、

年
間
２
３
２
４
食
を
提
供

し
た
。
ま
た
、
提
供
メ

ニ
ュ
ー
は
、
担
当
課
で
確

認
さ
せ
て
も
ら
っ
て
栄
養

改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

野
外
災
害
救
助
講
習
は

横
山
委
員　

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
受
け
入
れ
事
業

の
中
で
、
災
害
救
助
講
習

43
万
６
千
円
の
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

観
光
交
流
室
長　

ア
ウ
ト

ド
ア
で
怪
我
を
し
た
場
合

な
ど
に
行
う
応
急
手
当
講

習
で
あ
る
。
エ
イ
チ
・
ア

ン
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会

社
に
委
託
を
し
て
11
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。

　　近隣市町とすすめる　地域連携ＤＭＯの内容は 産業厚生
所 管 分

一
　
般
　
会
　
計

個別避難計画策定会議

配食サービスの一例

野
外
応
急
手
当
講
習
会

飯豊町移住体験ツアー　～飯豊の冬の暮らしってこんな感じ～
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舟
山
委
員　

松
く
い
被
害

伐
倒
駆
除
及
び
病
害
虫

被
害
木
伐
倒
処
理
に
約

６
４
０
万
円
使
わ
れ
て
い

る
。
松
く
い
虫
被
害
は
現

在
も
増
え
続
け
て
い
る
か
。

農
林
振
興
課
長　

春
の
会

議
で
は
、
県
よ
り
松
枯
れ
、

お
よ
び
ナ
ラ
枯
れ
は
減
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
最
近
で
は
増
え
て
い

る
状
況
に
あ
り
注
視
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
県
に
は
「
松
く

い
虫
被
害
対
策
計
画
」
が

あ
り
、
町
内
の
林
を
守
る

区
域
指
定
を
行
な
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、「
持
続
的
な

森
づ
く
り
事
業
」
で
も
一

部
伐
倒
処
理
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

水
道
料
金
の
見
通
し

髙
橋（
勝
）委
員　

給
水
原

価
が
年
々
上
昇
し
て
い
る

要
因
と
、
現
在
の
水
道
料

金
で
今
後
も
事
業
と
し
て

持
続
可
能
な
の
か
。

地
域
整
備
課
長　

令
和
４

年
の
豪
雨
災
害
以
降
、
小

白
川
浄
水
場
の
通
年
稼
働

に
よ
る
コ
ス
ト
の
増
大
、

老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の

更
新
な
ど
が
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
水
道
事
業

基
本
計
画
を
策
定
中
で
、

適
性
な
水
道
料
金
に
つ
い

て
も
審
議
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

当
初
予
算
の
半
分

以
下
の
執
行
理
由
は

屋
嶋
委
員　

生
活
排
水
個

「
移
住
窓
口
」
の
取

り
組
み
は

髙
橋（
勝
）委
員　

高
円
寺

に
あ
る
飯
豊
町
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る

「
移
住
窓
口
」
の
取
り
組

み
は
。

商
工
観
光
課
長　

移
住
窓

口
相
談
に
つ
い
て
は
ま
だ

十
分
な
対
応
は
で
き
て
い

　　近隣市町とすすめる　地域連携ＤＭＯの内容は

松
く
い
被
害
伐
倒
駆
除
は

決算特別
委 員 会

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

な
い
。
都
内
で
移
住
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
時

に
お
知
ら
せ
し
た
り
チ
ラ

シ
を
配
っ
た
り
し
て
い
る
。

別
処
理
事
業
で
、
令
和
５

年
度
の
当
初
予
算
で
浄
化

槽
工
事
を
１
３
０
０
万
円

と
し
て
い
た
が
、
実
際
は

半
分
以
下
の
５
８
６
万
円

の
執
行
状
況
で
あ
る
が
、

予
定
ど
お
り
に
な
ら
な

か
っ
た
理
由
は
。

上
下
水
道
室
長　

申
請
に

よ
っ
て
執
行
す
る
が
、
令

和
５
年
度
は
４
件
と
考
え

て
い
た
が
実
際
に
は
３
件

の
申
請
だ
っ
た
た
め
で
あ

る
。

最近松枯れ・ナラ枯れは増加している

東京高円寺の飯豊町アンテナショップ

小白川浄水場

（9）議会だより195号　令和６年９月25日



氏　名 質問事項 ページ

議席番号３番

遠藤　純雄  議員
※①休日の部活動の地域移行について
※② 後藤町長が町政を担ってきた４期16年を振り返り、本町の
基幹産業である農業はどうなったのか。

P11上

議席番号４番

髙橋　　勝  議員

　①地方創生の果実は。４期16年の成果を問う。
※② 「手づくりのまちいいで」は、持続可能な仕組みになってい
るか。

※③豪雨災害から２年。安心して暮らせる地域となったのか。

P11下

議席番号５番

屋嶋　雅一  議員
　①後藤町政の残り任期に望むこと
※②義務教育学校開校に向けての課題を問う P12上

議席番号１番

横山　清彦  議員
※① 高齢化、人口減少が深刻な状況で伝統文化を後世に引継ぐた
めの対応策、支援策について P12下

議席番号６番

舟山　政男  議員
※①閉校後における手ノ子小学校の利活用について P13上

議席番号８番

遠藤　芳昭  議員
※①義務教育学校の進捗状況は順調か
　②後藤町政の事業と課題を引き継ぐことについて P13下

議席番号７番

松山　和好  議員
※①後藤町政の自己評価と次の町長に継承することとは P14上

議席番号２番

島貫　寿雄  議員

※① 16年前の再チャレンジの際、どんなリーダー像を思い描き、
どんな町長を目指したのか。

　　そして、その思い、その目標はどの程度達成されたか。
※② 補助金を交付するための事業の際、最も基本となる考え方や
進むべき方向、後藤町長が、特に大事だと留意して来た事は
何か。

P14下

※今回、掲載した一般質問の内容です。

一般質問は定例会の本会議において、議員が執行機関(町長や教育長)に
対して、行政全般(公共事務、行政事務の一切を含む)について質問を行
うことです。一般質問では、執行官の所見や施策について報告を求めたり
問いただすこともあります。

知れば得する議会の基本「一般質問について」

町政を問う町政を問う一般質問

８人の議員が質問に立つ８人の議員が質問に立つ

録画中継を見る
ことができます
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本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
は

ど
う
な
っ
た
の
か

質
問　

後
藤
町
長
が
町
政

を
担
っ
て
き
た
４
期
16
年

を
振
り
返
り
、
本
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
ど

う
な
っ
た
の
か
。

町
長　

稲
作
振
興
で
は
、

エ
コ
プ
ラ
ン
ト
で
製
造
さ

れ
た
有
機
肥
料
を
用
い
て

特
別
栽
培
米
の
生
産
を
拡

大
し
た
。
ま
た
、
生
産
調

整
の
取
り
組
み
で
は
、
制

度
の
中
で
、
町
独
自
の
生

産
振
興
助
成
金
で
か
さ
上

げ
を
行
い
取
り
組
ん
だ
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
就
任

時
よ
り
一
部
を
除
い
て
増

頭
し
て
お
り
、
今
後
も
振

興
を
続
け
て
い
く
。

土
日
の
部
活
動
地
域

移
行
に
つ
い
て

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
か

ら
２
０
２
５
年
ま
で
土
日

の
部
活
動
を
地
域
に
移
行

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

本
町
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

教
育
長　

現
在
の
教
職
員

の
時
間
外
労
働
は
、
月
約

56
時
間
、
年
間
６
７
１
時

間
と
な
っ
て
お
り
、
土
日

の
部
活
動
を
移
行
す
る
こ

と
に
よ
り
14
時
間
減
少
が

見
込
ま
れ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
内
に
な
る
。
今
後
、
地

域
部
活
動
推
進
協
議
会

を
設
置
し
、
実
証
実
験

を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
調

整
を
担
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
設
置
し
、
学
校
と

地
域
の
連
携
を
図
り
、
指

導
者
に
は
各
種
指
導
者
研

修
会
参
加
を
促
す
。
県
か

ら
は
、
部
活
動
は
平
日
の

み
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

平
日
は
部
活
動
、
休
日
は

地
域
ク
ラ
ブ
と
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

排
水
路
機
能
強
化
の

進
捗
状
況
は

質
問　

定
例
会
一
般
質
問

に
お
い
て
、
浸
水
地
域
を

減
ら
す
方
策
に
つ
い
て
町

は
、「
排
水
路
の
機
能
強

化
に
つ
い
て
、
県
や
関
係

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
い

く
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
経
過
は
。

町
長　

①
白
川
土
地
改
良

区
に
よ
る
と
、
国
道
１
１

３
号
南
側
に
つ
い
て
、
土

砂
堆
積
が
著
し
い
上
代
地

区
内
の
１
０
０
０
メ
ー
ト

ル
を
今
年
度
中
に
実
施
予

定
と
聞
い
て
い
る
。
②
椿

地
内
の
八
幡
排
水
路
に
つ

い
て
、
施
設
所
有
者
の
農

水
省
と
協
議
を
重
ね
、
白

川
へ
排
水
で
き
る
よ
う
制

水
ゲ
ー
ト
を
今
年
６
月
に

設
置
し
た
。
③
Ｊ
Ｒ
米
坂

線
を
横
断
す
る
排
水
管
の

整
備
に
つ
い
て
、
現
在
Ｊ

Ｒ
東
日
本
新
潟
支
社
と
協

議
中
と
な
っ
て
い
る
。

手
づ
く
り
の
ま
ち

い
い
で
の
今
後
は

質
問　

手
づ
く
り
の
ま
ち

い
い
で
の
象
徴
で
あ
る
地

区
別
計
画
は
、
中
間
年
の

２
０
２
５
年
に
計
画
推
進

委
員
会
で
、
検
証
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
委

員
会
の
立
上
げ
を
含
む
今

後
の
進
め
方
は
。

町
長　

地
区
協
議
会
長
会

に
お
い
て
、
進
め
方
な
ど

に
つ
い
て
ご
意
見
を
頂
戴

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
他
に
、「
４
期
16
年
間

の
成
果
を
問
う
。」
と
し

て
、
人
口
減
少
の
歯
止
め

に
つ
い
て
質
問
。

遠藤 純雄 議員

髙橋 勝 議員

こ
れ
ま
で
の
農
業
支
援
と

土
日
の
部
活
動
地
域
移
行
を

問
う町長

町
独
自
の
支
援
を
加
え
な

が
ら
振
興
し
た

豪
雨
災
害
か
ら
２
年

安
心
な
地
域
と
な
っ
た
の
か

町長

効
率
的
・
効
果
的
な
排
水
路

改
修
を
関
係
機
関
と
行
っ

て
い
く

早
期
の
排
水
路
改
修
を

（
国
道
南
側
排
水
路
）

部活指導者を地域から
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不
足
の
教
室
対
応
は

質
問　

施
設
分
離
型
や
施

設
一
体
型
ど
ち
ら
に
し
て

も
教
室
が
不
足
と
な
る
。

ど
う
対
応
し
て
い
く
か
。

教
育
長　

施
設
分
離
型
で

の
開
校
時
は
、
普
通
教
室

が
10
室
、
特
別
支
援
学
級

の
教
室
が
４
室
、
音
楽
室

が
１
室
の
15
教
室
と
な
り
、

現
状
で
は
６
教
室
不
足
と

な
る
。
そ
の
他
職
員
室
の

拡
張
が
必
要
と
な
り
、
既

存
中
学
校
校
舎
の
一
部
改

修
と
校
舎
増
築
に
よ
り
対

応
し
た
い
。

余
計
な
経
費
を

か
け
な
い
よ
う
に

質
問　

現
在
の
出
生
数
を

見
る
と
、
９
年
後
に
は
、

す
べ
て
１
ク
ラ
ス
と
な
る
。

既
存
中
学
校
内
の
一
部
改

修
で
５
教
室
は
確
保
で
き

そ
う
。
で
き
る
だ
け
余
計

な
経
費
を
か
け
な
い
よ
う

に
。

教
育
長　

で
き
る
だ
け
既

存
中
学
校
内
の
改
修
を
考

え
る
が
、
増
築
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
し
た
い
。

職
員
の
配
置
は

質
問　

各
学
舎
に
教
頭
１

名
ず
つ
配
置
と
の
こ
と
だ

が
、
養
護
教
諭
や
教
務
主

任
な
ど
の
配
置
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
特
に
養

護
教
諭
は
す
べ
て
の
学
舎

に
必
要
で
は
。

教
育
長　

今
年
７
月
県
教

育
委
員
会
か
ら
、
県
内
の

教
職
員
数
の
減
少
も
あ
り
、

３
学
舎
に
希
望
の
教
員
、

養
護
教
諭
、
事
務
職
の
配

置
は
困
難
で
あ
る
と
の
見

解
が
示
さ
れ
た
。
施
設
分

離
型
で
の
学
校
運
営
自
体

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
か

ら
、
施
設
一
体
型
で
開
校

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。

助
成
金
の
値
上
げ
必
要

質
問　

国
の
経
営
所
得
安

定
対
策
で
10
ア
ー
ル
当
た

り
産
地
交
付
金
１
万
円
、

菅
草
も
含
む
園
芸
作
物
に

つ
い
て
は
、
10
ア
ー
ル
当

た
り
生
産
振
興
助
成
と
し

て
２
０
０
０
円
の
助
成
金

が
あ
る
が
値
上
げ
の
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

町
長　

数
年
前
に
地
元
か

ら
の
要
望
で
生
産
振
興
作

物
に
登
録
を
し
た
経
緯
か

ら
今
後
、
要
望
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
。

菅
笠
製
作
の
担
い
手
は

質
問　

菅
笠
の
製
作
で
、

骨
組
み
の
製
作
を
さ
れ
て

い
る
方
が
１
名
、
縫
い
付

け
を
さ
れ
て
い
る
方
が
６

名
、
計
７
名
で
製
作
を
さ

れ
て
い
る
が
、
伝
統
文
化
、

伝
統
工
芸
と
し
て
後
世
に

引
継
ぐ
た
め
の
施
策
は
。

町
長　

担
い
手
確
保
に
繋

げ
る
施
策
と
し
て
菅
笠
製

作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
。

質
問　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
の
期
日
は
、
定
員

は
何
人
に
な
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長　

令
和
６

年
10
月
19
・
20
日
中
津
川

を
会
場
に
５
名
の
方
に
参

加
を
頂
き
、
直
径
24
㎝
の

笠
の
製
作
を
骨
組
み
か
ら

菅
の
縫
い
付
け
ま
で
行
う

予
定
で
あ
る
。

伝
統
文
化
の
魅
力
を
発
信

質
問　

後
世
に
残
す
た
め

に
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

Y
ouTube

な
ど
のSN

S

を
活
用
し
て
写
真
や
動
画

を
通
じ
て
若
い
世
代
の
方

に
も
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
制
度
を
活
用
し
て

魅
力
を
発
信
し
て
は
ど
う

か
。

町
長　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
、
工
芸
品
に
興
味
の

あ
る
方
な
ど
の
活
路
を
模

索
し
な
が
ら
稀
少
な
伝
統

文
化
を
つ
な
い
で
い
き
た

い
。

屋嶋 雅一 議員

横山 清彦 議員

義
務
教
育
学
校
開
校
時
の

 
教
室
不
足
の
対
応
は

教育長

既
存
中
学
校
校
舎
の

一
部
改
修
と
校
舎
の

増
築
に
よ
り
対
応

菅
草
の
栽
培
、
菅
笠
の
製
作
を

　

後
世
に
引
継
ぐ
た
め
の

 

対
応
策
、
支
援
策
は

町長

次
年
度
以
降
の

補
助
事
業
を
検
討

改修で済むか中学舎

中津川で生産
された花笠

令和６年９月25日　議会だより195号（12）



閉
校
と
同
時
に
更
地

に
す
る
こ
と
は

質
問　

閉
校
後
、
時
間
を

お
か
ず
に
校
舎
を
解
体
し

て
更
地
に
す
る
こ
と
は
。

総
合
管
理
計
画
が
あ
る

町
長　

公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
お
い
て
、「
保

有
す
る
公
共
施
設
の
全
体

面
積
を
、
人
口
減
少
や
人

口
構
造
の
変
化
を
見
据
え

な
が
ら
縮
減
す
る
」、「
建

設
し
て
か
ら
30
年
を
超
え

る
も
の
で
長
期
の
活
用
が

見
込
ま
れ
な
い
場
合
は
廃

止
を
基
本
と
す
る
」、「
廃

止
し
た
施
設
で
売
却
や
貸

し
付
け
が
見
込
め
な
い
場

合
は
、
周
辺
施
設
の
環
境

や
治
安
に
悪
影
響
を
与
え

な
い
よ
う
取
り
壊
し
を
基

本
と
す
る
」
と
定
め
て
い

る
。
耐
震
性
の
あ
る
手
ノ

子
小
学
校
の
校
舎
及
び
体

育
館
は
指
定
緊
急
避
難
所

に
指
定
し
て
い
る
。
地
域

の
声
を
確
認
し
利
活
用
方

法
を
検
討
す
る
。

遊
休
施
設
の
検
討
は

質
問　

体
育
館
は
高
齢
者

に
不
向
き
の
ト
イ
レ
や
階

段
が
あ
り
不
便
で
あ
る
。

ま
た
、
閉
園
し
た
幼
稚
園
、

取
り
壊
し
予
定
の
改
善
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
壁
の
よ

う
に
残
る
。
今
後
の
検
討

は
。

新
潟
山
形
南
部
連
絡

道
路
の
メ
リ
ッ
ト
は

町
長　

順
位
を
つ
け
て
利

活
用
や
解
体
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
く
、
令

和
4
年
災
害
や
、
財
政
計

画
と
の
整
合
性
を
と
っ
て

進
め
る
。
今
後
、
新
潟
山

形
南
部
連
絡
道
路
の
開
通

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
た
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

令
和
８
年
４
月　

３
学

舎
で
の
ス
タ
ー
ト
で
は

質
問　

こ
れ
ま
で
の
説
明

で
は
令
和
８
年
４
月
か
ら

北
・
中
・
南
校
舎
の
３
学

舎
で
ス
タ
ー
ト
し
、
財
源

の
目
途
が
つ
け
ば
１
校
に

す
る
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

教
員
が
不
足
す
る

 

こ
と
が
わ
か
っ
た

教
育
長　

当
初
見
込
み
の

児
童
数
を
下
回
り
、
３
学

舎
に「
教
頭
・
教
員
・
養
護
・

事
務
職
な
ど
、
町
の
希
望

ど
お
り
配
置
さ
れ
る
こ
と

が
難
し
い
」
と
県
か
ら
示

さ
れ
た
。
教
員
数
を
確
保

す
る
に
は
１
学
舎
に
せ
ざ

る
を
え
な
い
と
判
断
し
た
。

不
足
教
室
数
は

質
問　

小
中
を
現
飯
豊
中

に
統
合
す
る
と
の
こ
と
。

一
体
型
で
の
不
足
教
室
数

は
。不

足
す
る
教
室
は

 

東
側
に
増
築
す
る

教
育
長　

一
体
型
と
し
た

場
合
、
７
つ
の
教
室
が
不

足
す
る
。
そ
の
他
特
別
支

援
教
室
、
音
楽
室
１
、
職

員
室
も
必
要
と
な
る
。
現

校
舎
の
東
側
に
建
て
渡
り

廊
下
で
結
び
た
い
。

工
事
費
・
財
源
は

質
問　

増
築
工
事
の
事
業

費
と
そ
の
財
源
は
確
保
し

て
い
る
の
か
。

現
在
は
何
も

 

確
定
し
て
い
な
い

教
育
長　

現
在
、
設
計
中

で
金
額
は
出
て
お
ら
ず
、

事
業
費
も
今
は
分
か
ら
な

い
。
そ
の
財
源
は
県
や
国

と
協
議
中
だ
が
、
８
年
４

月
の
開
校
を
目
標
に
準
備

を
す
す
め
た
い
。

舟山 政男 議員

遠藤 芳昭 議員

閉
校
に
お
け
る
手
ノ
子

小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て

町長

地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
活
用
方
法
を

提
示
し
た
い

義
務
教
育
学
校
は

 

ど
う
な
る
の
か

教育長

令
和
８
年
４
月
よ
り

飯
豊
中
に
５
校
舎
を

一
体
型
と
し
て
開
校
し
た
い

閉校となる手ノ子小学校

不足教室を飯豊中駐車場部に増築
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巨
額
投
資
の
結
果
を

ど
う
考
え
る

質
問　

町
長
は
２
期
目
か

ら
電
池
バ
レ
ー
と
称
し
て

40
数
億
円
に
も
上
る
巨
額

の
投
資
を
続
け
て
き
た

が
、
私
が
予
想
、
指
摘
し

た
と
お
り
、
す
べ
て
が
行

き
詰
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

町
長
は
そ
れ
を
ど
う
評
価

し
、
次
期
町
長
に
継
承
し

て
い
く
つ
も
り
か
。

町
長　

大
学
は
開
学
し
、

貸
工
場
は
利
用
開
始
し
た
。

か
な
ら
ず
や
花
が
咲
き
実

を
結
ぶ
も
の
と
確
信
し
、

次
期
町
長
へ
伝
え
た
い
と

考
え
て
い
る
。

実
体
の
無
い
事
業
へ

金
を
ば
ら
ま
く
の
は

ど
う
な
の
か

質
問　

私
が
令
和
５
年
12

月
に
調
査
依
頼
書
に
よ
っ

て
調
べ
た
事
業

の
中
に
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
っ
て
集

め
た
お
金
を
特

定
の
事
業
者
に

注
い
で
い
る
が
、

そ
の
事
業
が
実

体
の
な
い
も
の

で
あ
る
可
能
性

が
高
く
、
ま
た

報
告
書
を
見
て

も
全
く
内
容
が

無
い
。
こ
れ
は

ど
う
い
う
訳
か
。

町
長　

企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
か
ら
の
お
金
を
投
入

し
た
場
合
の
報
告
書
等
の

成
果
品
に
つ
い
て
は
吟
味

の
必
要
は
無
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

最
初
に
町
長
を
目
指
し

た
時
か
ら
の
強
い
思
い

と
は

質
問　

ど
の
様
な
思
い
で

町
の
舵
取
り
を
さ
れ
た
か
。

町
長　

住
民
の
生
活
が
最

も
上
流
で
あ
る
と
の
考
え

の
も
と
、
住
民
の
暮
ら
し

中
心
の
政
策
を
、
県
や
国

に
繋
げ
る
町
政
運
営
を
し

て
き
た
。

質
問　

ど
ん
な
政
治
か
も

大
切
だ
が
、
ど
ん
な
政
治

家
リ
ー
ダ
ー
か
も
大
切
。

町
長
と
し
て
の
謙
虚
さ
は
。

町
長　

政
治
は
戦
場
で
も

あ
り
、
た
ま
に
は
言
葉
を

荒
げ
る
事
も
あ
っ
た
と
反

省
し
て
い
る
。

質
問　

目
標
と
し
た
政
治

家
は
。

町
長　

夢
を
持
ち
理
念
先

行
で
独
自
の
政
策
を
進
め

る
の
が
役
割
。
あ
え
て
挙

げ
れ
ば
大
改
革
を
し
た
上

杉
鷹
山
公
が
尊
敬
す
べ
き

人
物
。

質
問　

町
民
の
声
の
一
番

の
課
題
。
そ
の
解
決
策
は
。

町
長　

生
活
困
窮
者
、
し

ょ
う
が
い
者
が
多
い
事
を

知
り
「
で
ん
で
ん
」
を
開

所
、
若
者
の
た
め
に
電
池

バ
レ
ー
に
挑
ん
だ
。

補
助
金
交
付
の
際
最
も

基
本
と
な
る
考
え
は

質
問　

補
助
金
は
大
切
な

町
民
の
お
金
。
支
給
の
公

正
さ
と
町
民
へ
の
利
益
に

繋
げ
る
に
は
。

町
長　

補
助
金
は
公
益
上

必
要
が
あ
る
場
合
寄
付
又
は

補
助
で
き
る
と
い
う
地
方
自

治
法
の
規
定
が
あ
る
。
そ
の

事
務
は
目
的
、
公
益
上
の
必

要
性
、
事
業
内
容
、
事
業
費

積
算
の
妥
当
性
等
を
公
正
・

慎
重
に
審
査
し
町
民
の
利
益

に
繋
げ
て
い
る
。

質
問　

こ
の
夏
恒
例
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
が

発
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
物

価
高
対
策
、
地
域
経
済
の

た
め
に
も
、
年
二
回
の
復

活
を
。

町
長　

物
価
高
騰
対
策
支

援
商
品
券
も
あ
り
今
年
は

一
回
に
な
っ
た
。

商
工
観
光
課
長　

結
果
を

踏
ま
え
、
来
年
度
は
年
二

回
予
算
要
求
を
し
た
い
。

松山 和好 議員

島貫 寿雄 議員

後
藤
町
政
の
自
己
評
価
と
次
期

町
長
に
伝
え
た
い
こ
と
と
は

町長

い
ず
れ
花
が
咲
き

実
が
な
る
と
次
期
町
長
へ

伝
え
た
い

ど
ん
な
リ
ー
ダ
ー
像
、

町
長
像
を
思
い
描
き
、

そ
の
達
成
度
は

町長

住
民
に
寄
り
添
う
政
策
を

立
案
、
町
政
運
営
を
し
て
き

た

専門職大学は人の気配が少ない
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８
月
31
日
（
土
）「
米

坂
線
絆
ま
つ
り
」
が
小
国

町
の
Ｊ
Ｒ
小
国
駅
前
広
場

で
開
催
さ
れ
、
山
形
・
新

潟
両
県
か
ら
た
く
さ
ん
の

方
が
集
ま
り
米
坂
線
復
活

の
運
動
を
力
強
く
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

　

当
日
は
仁
科
洋
一
小
国

町
長
の
実
行
委
員
長
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
吉

村
美
栄
子
山
形
県
知
事
、

花
角
英
世
新
潟
県
知
事
も

登
壇
し
「
米
坂
線
は
必
ず

復
活
さ
せ
よ
う
。
運
動
は

本
日
が
ス
タ
ー
ト
だ
」
と

述
べ
た
。

　

ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
飯
豊
町
出
身
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

「
あ
べ
あ
い
こ
」
さ
ん
は

じ
め
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
な
ど
が
参
加
し
、

あ
べ
さ
ん
は
一
日
も
早
い

米
坂
線
復
活
を
願
っ
て

「
汽
車
は
走
る
」
な
ど
の

歌
を
披
露
し
た
。
ほ
か
に

風
と
た
ん
ぽ
ぽ
が
「
世
界

に
つ
な
げ
米
坂
線
」
な
ど

の
歌
が
披
露
さ
れ
た
。

　
「
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
復
旧
を

す
す
め
る
飯
豊
の
会
」
で

は
米
坂
線
運
休
の
影
響
を

最
も
受
け
て
い
る
小
国
町

の
「
米
坂
線
復
旧
小
国
期

成
同
盟
会
」
と
連
携
し
て

行
動
す
る
よ
う
協
議
を
す

す
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

小
国
町
の
取
り
組
み

　

小
国
町
で
も
同
様
の
住

民
組
織
が
昨
年
12
月
に
90

団
体
に
よ
っ
て
発
足
し
、

署
名
活
動
を
中
心
に
活
動

中
。「
絆
ま
つ
り
」
で
は

活
動
の
中
心
と
な
っ
て
盛

り
上
げ
を
図
っ
て
い
た
。

チ
ラ
シ
や
旗
を
作
成

　

今
後
、
両
会
で
は
小
国

町
や
関
川
村
の
民
間
組
織

と
連
携
し
た
活
動
が
必
要

と
し
て
「
沿
線
自
治
体
へ

の
全
戸
チ
ラ
シ
」「
復
旧

の
ぼ
り
旗
」「
住
民
大
会
」

等
を
計
画
し
て
い
る
。
国

や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
て

沿
線
自
治
体
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
く
。

　

令
和
４
年
８
月
豪
雨
で
、
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
が
不
通
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
沿
線
住
民
は
不
便
な
生
活
を
し

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
町
議
会
と
商
工
会
や

観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
「
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
復
旧
を
す

す
め
る
飯
豊
の
会
」
を
設
立
し
、
復
旧
や
利
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
個
人
会
員
も
募
集
中
で
す
。

米
坂
線
絆
ま
つ
り

山
形
・
新
潟
両
県
知
事
も

小
国
町
と
の
連
携
協
議

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
あ
べ
あ
い
こ
さ
ん

も「
米
坂
線
を
応
援
」

署
名
活
動
で
復
旧
を
訴
え

吉
村
知
事
か
ら
激
励

多
く
の
方
で
賑
う
米
坂
線

絆
ま
つ
り

沿
線
自
治
体
と
連
携
し
復
旧
運
動
を

絆 ま つ り 開 催絆 ま つ り 開 催 小 国 町 と の 連 携小 国 町 と の 連 携

ＪＲ米坂線ＪＲ米坂線復旧復旧飯豊飯豊の会の会 『会員募集』『会員募集』連 

載
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 • 

子
供
の
居
場
所
づ
く
り

 • 

子
育
て
の
町
の
政
策

 •  

若
者
の
地
域
活
動
の
場

が
少
な
い

 •  

町
民
が
参
加
で
き
る
町

づ
く
り
（
公
民
館
等
）

 •  

町
民
の
文
化
活
動
の
取

り
組
み

 •  

町
の
補
助
金
（
実
績
重

視
で
新
た
な
芽
が
育
た

な
い
）

 • 

学
校
教
育
へ
の
疑
問

 •  

子
育
て
教
育
の
ソ
フ
ト

的
な
取
り
組
み
充
実
を

 • 

充
実
し
た
公
園
が
な
い

 •  

免
許
証
返
納
後
の
足
の

確
保
が
不
安

 • 

買
い
物
支
援
を

 • 

音
楽
か
ら
の
町
づ
く
り

 • 

集
ま
る
場
所
を
充
実

 •  

災
害
時
の
避
難
場
所
へ

の
移
動
対
応

 • 

イ
ベ
ン
ト
内
容
見
直
し

子
育
て
・
見
守
り

◦ 

日
常
的
な
子
ど
も
の
遊

び
場
が
少
な
い
た
め
他

町
に
行
く
。
今
あ
る
施

設
を
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
有
効
活
用
し
て
ほ

し
い
。

◦ 

子
ど
も
の
居
場
所
を
作

り
た
い
。
町
で
も
「
プ

レ
ー
パ
ー
ク
」
な
ど
を

や
り
た
い
こ
と
も
あ
る
。

町
づ
く
り

◦ 

町
や
地
区
の
イ
ベ
ン
ト

は
人
手
不
足
に
な
っ
て

お
り
、
も
っ
と
人
が
集

ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
。

◦ 

地
区
公
民
館
や
サ
ー
ク

ル
個
々
の
活
動
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
団
体
が

連
携
し
た
事
業
を
。

意
見
・
提
案

▪ 

意
見
を
発
表
で
き
る
場

所
が
あ
る
こ
と
は
嬉
し

い
、
継
続
を
。

▪ 

気
持
ち
の
あ
る
女
性
の

方
々
に
出
会
え
た
こ
と

は
貴
重
、
数
多
く
。

▪ 

ま
だ
ま
だ
話
し
た
い
女

性
は
多
く
い
る
と
思
う

の
で
、
多
く
の
方
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
。

▪ 

大
人
だ
け
で
な
く
、
中

学
生
な
ど
を
巻
き
込
ん

だ
懇
談
会
を
。

▪ 

懇
談
会
は
テ
ー
マ
毎
に

設
定
し
て
、
や
り
た
い

こ
と
を
話
し
合
っ
て
は

第２回議会と女性の方との懇談会開催
女性女性の声を 町づくりにの声を 町づくりに

町議会

　

７
月
14
日
（
日
）、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
あ
～
す
に

お
い
て
９
名
の
参
加
に
よ
り
昨
年
２
月
に
引
き
続
き
２

回
目
と
な
る
「
議
会
と
女
性
の
方
と
の
懇
談
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
議
会
で
は
「
女
性
の
声
を
ま
ち
づ
く
り

に
」
結
び
つ
け
る
た
め
、
話
し
合
い
の
場
と
し
て
計
画

し
た
も
の
。
当
日
は
夏
休
み
前
の
３
連
休
と
あ
っ
て
参

加
者
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
活
発
な
話
し
合
い
が
行

わ
れ
、
多
く
の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多くの意見が出された懇談会
議会はこれらの提案を取り上げ、町に訴えていく
こととしている

女
性
の
声
や
思
い

女
性
の
声
や
思
い

  

発
す
る
場
を
数
多
く

発
す
る
場
を
数
多
く

出
さ
れ
た
意
見
等

�

第
１
グ
ル
ー
プ

出
さ
れ
た
意
見
等

�

第
２
グ
ル
ー
プ

参
加
者
の
感
想

ど
う
か
。
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参
加
し
て
の
感
想

・
大
変
良
か
っ
た 

８
名

・
良
か
っ
た 
１
名

こ
れ
ま
で
の
疑
問
は

解
決
し
ま
し
た
か

・
す
べ
て
解
決
し
た

 

０
名

・
あ
る
程
度
解
決
し
た

 

２
名

・ 

引
き
続
き
要
望
提
案
し

て
い
き
た
い 

４
名

・
そ
の
他 

２
名

▪ 

皆
さ
ん
と
つ
な
が
っ
た

こ
と
で
、
何
か
事
を
お

こ
せ
た
ら
い
い
な
と

思
っ
た
。

懇
談
会
の
す
す
め
方

・
良
か
っ
た 

15
名

▪ 

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合

い
で
話
し
や
す
か
っ
た
。

▪ 

意
見
が
た
く
さ
ん
出
て
、

皆
さ
ん
い
ろ
い
ろ
考
え

て
お
ら
れ
た
。

今
後
の
開
催
に
つ
い
て

・ 

こ
の
や
り
方
で
開
催
す

べ
き 
５
名

・ 

や
り
方
を
変
え
て
開
催

す
べ
き 

３
名

▪ 

ポ
イ
ン
ト
を
２
～
３
に

絞
っ
て
み
て
は
。

▪ 

各
地
区
や
各
世
代
か
ら

の
参
加
も
考
え
て
。

▪
時
間
が
足
り
な
い
。

▪
中
高
生
も
入
れ
て
は
。

議
論
す
る
テ
ー
マ
は

・ 

テ
ー
マ
を
設
け
た
ほ
う

が
よ
い 

３
名

・ 

あ
る
程
度
自
由
に
発
言

で
き
る
方
が
よ
い

 

５
名

・
そ
の
他 

１
名

▪ 

興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
だ

と
参
加
す
る
の
で
は
。

次
に
開
催
し
た
ら
参
加

い
た
だ
け
ま
す
か

・
参
加
す
る 

７
名

・
わ
か
ら
な
い 

２
名

▪ 

次
回
の
開
催
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
参

加
い
た
だ
い
た
方
の
多

く
は
開
催
を
望
ん
で
お

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
、

今
後
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

女性の社会参画をさらに進めるため女性の社会参画をさらに進めるため

女性女性の声を 町づくりにの声を 町づくりに特
集

　
「
第
２
回　

議
会
と
女
性
の
方
と
の
懇
談
会
」

に
参
加
い
た
だ
い
た
９
名
の
方
か
ら
の
感
想
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

懇
談
会
を
終
え
て

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

参加いただいた女性の方と広報公聴委員会委員

女
性
の
社
会
参
画
を

　

２
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
懇
談
会
だ
っ
た
が
、
女

性
の
視
点
と
い
う
よ
り
社

会
の
あ
る
べ
き
姿
が
テ
ー

マ
と
な
っ
た
。

　

教
育
、
子
育
て
、
福
祉

な
ど
に
つ
い
て
は
、
女
性

の
問
題
で
は
な
く
社
会
全

体
の
問
題
と
し
て
と
ら
え

て
の
発
言
に
心
を
動
か
さ

れ
た
。

　

暮
ら
し
の
中
に
は
、
女

性
が
担
う
役
割
も
数
多
く

あ
る
が
、
政
治
に
は
な
ぜ

か
女
性
の
姿
が
薄
い
。

　

飯
豊
町
は
女
性
議
員
が

２
期
続
け
て
ゼ
ロ
で
あ
る
。

県
内
の
女
性
議
員
比
率
も

10
％
程
度
。

　

男
性
だ
け
の
議
論
か
ら

女
性
が
入
る
こ
と
に
よ
っ

て
多
様
性
が
担
保
さ
れ
る

は
ず
で
あ
り
、
違
う
視
点

も
見
え
て
く
る
。
今
後
も

こ
の
活
動
は
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

飯
豊
町
議
会

�

広
報
公
聴
委
員
会
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◆
受
信
不
能
の
可
能
性

　

手
ノ
子
地
区
に
設
置
の

テ
レ
ビ
塔
の
下
部
で
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
、
テ
レ
ビ

塔
が
倒
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
倒
壊
し
た
場
合
、
テ

レ
ビ
受
信
が
で
き
な
い
世

帯
は
２
０
０
と
試
算
。
し

か
し
、
修
復
は
困
難
で
あ

り
、
現
在
代
替
処
置
や
財

源
に
つ
い
て
検
討
中
。　

�

　
（
企
画
課
）

◆
調
整
給
付
金
を
支
給

　

定
額
減
税
し
き
れ
な
い

と
見
込
ま
れ
る
方
に
対
し

て
調
整
給
付
金
を
支
給
す

る
。

　

支
給
対
象
者

 

１
４
６
０
名

　

給
付
金
額

 

６
３
９
２
万
円

　

申
請
期
限

 

令
和
６
年
10
月
31
日

�

　
（
税
務
会
計
課
）

◆ 

消
防
庁
よ
り
消
防
ポ
ン

プ
車
を
無
償
貸
付

　

救
助
用
資
機
材
搭
載
型

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
総

務
省
消
防
庁
か
ら
無
償
貸

付
を
受
け
る
。

　

引
渡
し

 

令
和
７
年
１
月
～
２
月

�

（
総
務
課
）

◆
利
用
申
し
込
み
受
付　

　

令
和
７
年
度
の
乳
幼
児

施
設
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
申
し
込
み
受
付

 

10
月
15
日
～
11
月
15
日

�

（
教
育
総
務
課
）

●
新
た
な
協
力
隊
要
請
は

横
山
委
員　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
２
人
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
９

月
で
退
任
す
る
。
新
た
な

協
力
隊
要
請
は
。

企
画
課
長　

現
段
階
で
は

考
え
て
い
な
い
。
２
名
の

方
は
町
内
で
起
業
予
定
で

あ
る
。

●
選
定
さ
れ
る
見
込
み
は

菅
野
委
員　

脱
炭
素
先
行

地
域
１
０
０
に

選
定
さ
れ
る
見

込
み
は
あ
る
の

か
。

住
民
課
長　

今

回
選
定
さ
れ
な

く
と
も
、
再
度

申
請
す
る
。
委

員
会
、
専
門
部

会
に
改
め
て
意

見
を
報
告
す
る
。

独
自
予
算
も
視

野
に
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
推
進

に
努
め
る
。

●
登
校
時
の
バ
ス
運
行
は

髙
橋（
勝
）委
員　

夏
休
み

前
後
の
登
校
時
に
お
い
て
、

こ
こ
近
年
は
高
温
の
状
態

と
な
っ
て
い
る
。
来
年
度

以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
の
予
定
は
。

教
育
総
務
課
長　

登
校
時

に
お
い
て
は
、
７
月
か
ら

９
月
上
旬
の
期
間
を
バ
ス

運
行
が
で
き
る
よ
う
に
検

討
す
る
。

総務文教常任委員会

テレビ塔の下部土砂崩れでテレビ塔の下部土砂崩れで
倒壊の可能性倒壊の可能性

各
課
か
ら
の
主
な
報
告

主
な
質
問
と
答
弁

テ
レ
ビ
塔
下
部
の

�

土
砂
崩
れ
の
様
子

運行を期待されるスクールバス

←←テレビ塔テレビ塔

● 

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
取
り
組
み
は

屋
嶋
委
員　

最
近
、
民
間

企
業
だ
け
で
な
く
、
役
所

や
学
校
な
ど
あ
ら
ゆ
る
職

場
で
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
禁
じ
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
本
町

の
取
り
組
み
は
。

＊�

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
は
、
顧
客
、
取

引
先
、
社
外
の
人
が
理

不
尽
な
言
動
や
行
動
を

す
る
こ
と

総
務
課
長　

本
町
で
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関

す
る
要
項
を
定
め
取
り
組

ん
で
い
る
。

●
電
話
録
音
は

島
貫
委
員　

電
話
録
音
シ

ス
テ
ム
は
、
役
場
か
ら
か

け
た
場
合
も
録
音
さ
れ
る

か
。

総
務
課
長　

か
け
る
場
合

も
録
音
す
る
。
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◆ 

令
和
６
年
７
月
25
日
豪

雨
に
係
る
今
後
の
対
応

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
災
で
被
災
し

た
３
か
所
の
う
ち
２
箇
所

は
継
続
し
て
工
事
を
実
施

し
、
新
た
に
被
害
を
受
け

た
個
所
は
６
年
災
と
し
て

災
害
復
旧
申
請
す
る
。

�

（
地
域
整
備
課
）

◆ 

飯
豊
町
持
続
可
能
な
観
光

計
画
策
定
の
進
捗
状
況

　

８
月
20
日
の
応
募
期
限

ま
で
４
社
の
応
募
が
あ
り
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審

査
会
で
「
株
式
会
社
さ
と

ゆ
め
」
を
選
考
し
た
。

�

（
商
工
観
光
課
）

◆ 

令
和
７
年
産
つ
や
姫
・

雪
若
丸
の
生
産
面
積
に

つ
い
て

　

つ
や
姫
は
、
２
・
１
ha

増
の
２
１
６
ha
で
あ
り
、

雪
若
丸
は
10
月
16
日
置
賜

審
査
会
が
開
か
れ
11
月
中

旬
に
生
産
者
に
届
く
。

�

（
農
林
振
興
課
）

◆ 
令
和
６
年
度
新
た
な
非

課
税
世
帯
物
価
高
騰
緊

急
支
援
給
付
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

　

重
点
支
援
地
方
交
付
金

を
活
用
し
て
新
た
に
住
民

税
非
課
税
世
帯
及
び
均
等

割
の
み
課
税
世
帯
に
対
し

１
世
帯
当
た
り
10
万
円
を

給
付
す
る
。

　

対
象
世
帯
：
84
世
帯

　

申
請
件
数
：
78
世
帯

　

申
請
期
限
：
10
月
31
日

�

（
健
康
福
祉
課
）

●
つ
や
姫
栽
培
の
地
域
枠

菅
野
委
員　

町
へ
の
割
り

当
て
は
微
増
だ
が
ど
の
よ

う
に
配
分
す
る
の
か
。

農
林
振
興
課
長　

新
た
に

栽
培
希
望
の
農
家
を
主
に

町
が
配
分
す
る
。

菅
野
委
員　

つ
や
姫
認
定

農
家
が
離
農
す
る
時
、
そ

れ
ま
で
の
つ
や
姫
栽
培
農

地
の
取
り
扱
い
は
。

農
林
振
興
課
長　

借
主
よ

り
意
見
を
吸
い
上
げ
て
対

応
す
る
。

●
老
健
施
設
に
つ
い
て

島
貫
委
員　
「
美
の
里
」の

入
所
状
況
は
。

介
護
老
人
保
健
施
設
事
務

長　

8
月
中
は
最
大
で
23

名
利
用
し
、
８
名
待
ち
の

状
況
。
介
護
職
の
離
職
や

休
業
に
よ
り
、
３
ユ
ニ
ッ

ト
か
ら
２
ユ
ニ
ッ
ト
で
運

営
し
て
い
る
。

● 

８
月
19
日
向
原
増
圧
ポ

ン
プ
故
障
に
よ
る
断
水

に
つ
い
て

遠
藤（
純
）委
員　

断
水
し

た
こ
と
に
よ
る
水
道
料
金

の
減
免
の
検
討
は
。

地
域
整
備
課
長　

地
区
の

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
た
め
、
手
ノ
子
ス

キ
ー
場
か
ら
先
の
世
帯
に

つ
い
て
減
免
を
検
討
す
る
。

● 

自
殺
予
防
対
策
に
つ
い

て
髙
橋（
亨
）委
員　

自
殺
予

防
対
策
事
業
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　

臨
床
心

理
士
に
よ
る
相
談
会
及
び
、

身
近
に
困
っ
て
い
る
人
の

話
を
聞
い
て
対
応
で
き
る

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
会

で
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

松
山
委
員　

第
三
セ
ク

タ
ー
の
三
者
契
約
で
保
証

金
額
が
一
括
表
示
で
あ
る
。

各
債
務
に
対
し
て
の
保
証

契
約
を
明
確
に
個
別
表
示

す
る
こ
と
は
。

商
工
観
光
課
長　

対
象
と

な
っ
て
い
る
案
件
ご
と
に

担
当
者
は
理
解
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
表

を
作
成
し
、
返
済
管
理
を

し
て
い
く
。

● 

東
山
工
業
団
地
企
業
連

絡
協
議
会
の
設
立
は

遠
藤（
芳
）委
員　

本
年
３

月
議
会
で
協
議
会
の
設
立

提
案
を
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
進
展
は
。

商
工
観
光
課
長　

そ
の
必

要
性
は
こ
れ
ま
で
も
言
わ

れ
て
お
り
、
現
在
、
年
度

内
の
設
立
に
向
け
準
備
中

で
あ
る
。

産業厚生常任委員会

切れ目ない災害復旧を

各
課
か
ら
の
主
な
報
告

質　

問　

と　

答　

弁

８
月
８
日
鈴
木
農
林
副
大
臣
に

よ
る
萩
生
川
上
流
被
災
現
場
視

察
状
況

向
原
に
あ
る
増
圧
ポ
ン
プ
設

備
の
入
っ
て
い
る
建
物
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「こどもたちに喜んで食べてもらえる野菜づくり」

小文次ファーム　長岡　悠平さん （中）

議会定例会の傍聴傍聴お待ちしています
次回の定例会開催は12月５日㈭予定です。

インターネットからでも見ることができます。議会のホームページでご確認ください。

発
行
責
任
者

�

議　

長　

菅
野
富
士
雄

発

行

�

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委
員
長 

遠
藤　

芳
昭

副
委
員
長 

屋
嶋　

雅
一

委

員 

舟
山　

政
男

	

松
山　

和
好

	

髙
橋　
　

勝

	

横
山　

清
彦

　

９
月
７
日
町
民
総
合
セ

ン
タ
ー
（
あ
～
す
）
を
会

場
に
め
ざ
み
の
里
ま
つ
り

２
０
２
４
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
の
町
制
施
行

65
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
子
ど
も
議
会

で
の
提
案
に
よ
り
獅
子
の

共
演
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
参
加
に
よ
る

め
ざ
み
の
里
Ｗ
Ａ
踊
り
も

６
０
０
名
以
上
の
町
民
参

加
に
よ
り
５
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
高
円
寺

か
ら
阿
波
お
ど
り
「
天
狗

連
」
の
方
々
が
一
糸
乱
れ

ぬ
お
ど
り
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
来
年
の
開
催

が
待
ち
遠
し
い
気
持
ち
で

す
。 

（
横
山 

記
）

編
集
後
記

第2回

町民からのメッセージ「私からひと言」

お問い合わせは議会事務局へ　TEL	0238−87−0527

長
岡
さ
ん　

農
業
を
継
ぐ
事

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

父
が
米
づ
く
り
を
し
て
い
た

の
で
会
社
が
休
み
の
日
に
手

伝
う
程
度
で
し
た
が
、
平
成

27
年
頃
か
ら
野
菜
づ
く
り
に

興
味
が
出
て
き
て
自
営
で
取

り
組
み
始
め
ま
し
た
。

長
岡
さ
ん　

ピ
ー
マ
ン
・
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ジ
ャ
ガ

イ
モ
な
ど
を
生
産
し
て
い
ま

す
。

長
岡
さ
ん　

令
和
４
年
８
月

の
豪
雨
の
時
は
ピ
ー
マ
ン
・

ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
に
土
砂
が
50

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
溜

ま
り
、
半
作
で
収
穫
を
打
ち

切
り
ま
し
た
。
今
年
の
７
月

25
日
の
大
雨
で
も
被
害
は

あ
っ
た
が
令
和
４
年
８
月
の

経
験
を
も
と
に
な
ん
と
か
生

産
を
続
け
て
い
ま
す
。

長
岡
さ
ん　

自
然
（
暑
さ
・

風
・
雨
・
雪
）
を
相
手
に
生

産
し
て
い
る
の
で
管
理
が
大

変
で
す
が
品
質
の
良
い
も
の

を
安
定
的
に
生
産
し
て
供
給

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
７
月
に
第
一
小
学
校
の

低
学
年
の
児
童
の
方
が
職
場

体
験
に
来
ら
れ
た
時
、
ピ
ー

マ
ン
を
焼
い
て
食
べ
て
も
ら

い
ま
し
た
が
「
お
い
し
い
」

と
笑
顔
で
言
っ
て
も
ら
え
た

の
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
従

事
者
、
新
規
就
農
者
の
安
定

し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

今
後
も
継
続
し
て
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
町
議
会
で
は
議
会
広
報
紙
に
、
本
年
度
よ
り
町
民
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
「
私
か
ら
ひ
と
言
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の
活
躍
の
ご
紹
介
と
、
議
会
に

対
し
て
の
ご
意
見
等
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
２
回
目
は
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
耕
作
地
に
大
小
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
12
棟
を
た
て
、
野

菜
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
小
文
次
フ
ァ
ー
ム
の
長

岡
悠
平
さ
ん
（
中
）
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

長
岡
さ
ん
家
族
（
右
か
ら
悠

平
さ
ん
、
岳
く
ん
、
奥
様
の

麻
衣
さ
ん
、
禅
く
ん
）

令和６年９月25日　議会だより195号（20）


